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平成 27 年度 第 3回 尼崎市総合教育会議 議事録 

【日 時】 平成 27 年 11 月 2 日（月）午後 3時～5時 30 分 

【場 所】 尼崎市役所 4-1 会議室 

【出席者】 尼崎市総合教育会議構成員 

稲村 和美 市長／座長

濱田 英世 教育委員会委員長

礒田 雅司 教育委員会委員長職務代行

岡本 元興 教育委員

仲島 正教 教育委員

德田 耕造 教育長

関係者（尼崎市総合教育会議設置要綱第 5条）

村山 保夫 副市長

【事務局】 企画財政局 政策部 政策課（山本政策部長、伊藤政策課長 ほか）

【資 料】 ・次第

・尼崎市総合教育会議 構成員名簿

・資料１ 尼崎市いじめ防止基本方針（素案）

・資料２ 尼崎市教育振興基金事業（教育委員会たたき案）

【次 第】 開 会

１ 尼崎市いじめ防止基本方針（素案）について

２ 尼崎市教育振興基金の活用について

３ その他

閉 会
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【議 事】                              （敬称略）

(事務局) 本日は大変お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。ただい

まから、平成 27 年度 第 3回 尼崎市総合教育会議を開催いたします。 

私は、本日、事務局を務めさせていただきます、政策課長の伊藤と申します。

よろしくお願いいたします。 

それでは、本日ご出席の方々をご紹介申し上げます。 

座長を務められます、稲村 市長でございます。

濱田 教育委員会委員長でございます。

礒田 教育委員会委員長職務代行でございます。

岡本 教育委員でございます。

仲島 教育委員でございます。

德田 教育長でございます。

以上が本会議の構成員の方々でございます。

続きまして、本会議の関係者としてご出席の方をご紹介申し上げます。

村山 副市長でございます。 

尼崎市総合教育会議設置要綱第５条に基づき、必要に応じご意見をお聞きする

ためご出席いただいております。

続きまして、本日配付しました資料の確認をさせていただきます。1枚目に本

日の次第、2 枚目に「尼崎市総合教育会議 構成員名簿」、次に資料１としまし

て「尼崎市いじめ防止基本方針（素案）」の概要版と素案本文、資料２としまし

て尼崎市教育振興基金事業の教育委員会たたき案 2 件についての資料、「英語学

習ホップ・ステップ・ジャンプ事業」及び「～育み・育ち・つなぐ～音楽のまち

尼崎事業」がございます。以上、ご確認ください。漏れはございませんでしょう

か。 

それでは、これより座長であります稲村市長に議事を進めていただきます。市

長、よろしくお願いいたします。

稲 村 1つ目の議題は、継続してご審議いただいております「尼崎市いじめ防止基本

方針」です。前回の総合教育会議で、お示しした素案のたたき台につきまして皆

様から率直なご意見をいくつかいただきました。「現場に新たな負担を強いるよ

うな内容では意味がないのでは」「現場の状況を踏まえた上で実効力のある確認

事項を定めるにはどうしたらよいのか」といったことについてご議論いただいた

かと思います。 

 いただきましたご意見を踏まえ修正を加えまして、このたび素案をまとめたと

ころですが、この素案については 12 月にパブリックコメントという形で広く市

民の方々のご意見を募りたいと考えております。 

それに先立って、この会議の中で改めて皆様のご意見をお聞きしたいと思って

いるところです。 

では、素案の概要を一覧できるＡ3の 1枚ものの資料をはじめに添付しており

ますのでご覧ください。これを使って、改めて復習も兼ねまして、簡単にご説明

させていただきます。 

最初に謳っておりますのは、この基本方針は、「尼崎市子どもの育ち支援条例」

の基本理念であります、すべての子どもの育ちを学校はもちろん地域で支えてい
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くという考え方を踏まえて策定するということです。 

次に、いじめの防止等の対策に関する基本理念ですが、まず 1つ目として、い

じめが行われないようにすること。そして 2つ目は、いじめが許されない行為で

あると児童生徒自身が十分に理解できるように取り組んでいくこと。そして 3

つ目は、先ほど申し上げましたとおり、いじめの問題に対しては、学校の内外を

問わず、地域社会全体で連携しながら対応していくということとしております。

そして、共通理解としなければならないのは、いじめはどの子どもにも成長過

程の中で起こり得るということです。従いまして、学校や教育委員会は、「いじ

めがないのがよいこと」とするのではなく、些細なこと、気になることを積極的

に情報共有し、学校関係者や地域の人たち皆で対応していける雰囲気づくり、職

場環境づくりに取り組んでいくということをここで強調しています。 

最初の基本理念については、既に学校単位でいじめに対する考え方が策定され

ておりますので、これに合致する形に整理させていただいております。 

その上で今回改めて確認しておりますのが、共通理解の部分です。先ほど申し

上げましたが、「いじめ問題が上がってこないのがよい学校」とはせず、むしろ

問題を関係者間で積極的に情報共有し対応していきましょうということを強調

して打ち出しております。 

次の「いじめの防止等に関する基本的な考え方」ですが、ここは特に変更はご

ざいません。未然防止、早期発見、早期対応、連携という視点で取り組んでいく

ということですけれども、特に教育委員会と市長部局との連携ということで申し

ますと、今スクールソーシャルワーカーの増員を図っているところです。 

先日、ワーカーさんや、ワーカーさんを活用して積極的な取組みをしておられ

る学校の校長先生、担当の先生といった方々にお越しいただいて事例発表会を実

施いたしました。とてもよい発表で、まだワーカーさんをどう活用していったら

よいのか分からず悩んでおられた学校の先生方にも、これは活用していけそうだ

と思っていただけたのではないかと思います。 

一方、事例を伺って、「先生が忙しすぎると、いくらワーカーさんがいてもう

まく活用できない」ということがよく分かりました。うまくいっている学校とい

うのは、学年ごと、担当ごとに散らばっている情報をつないでおられる先生がい

らっしゃるんですね。それは例えば特別支援担当の先生だったり、あるいは、生

活支援のため加配のある学校がいくつかあるんですが、そういう学校は加配によ

って担当を置くことができて、その先生がうまく情報をまとめておられたりしま

す。学年を超え、担当を超えて先生方とつながりながら、そして行政とつながっ

ているワーカーともつながる。それができている学校がうまくいっている学校だ

というのが私の印象です。 

そういう意味では、事例を共有すればすぐにこれが広がるかというと、そう甘

くはありません。そのような先生をどう確保するのか、あるいは兼任の場合でも、

その先生の負担を過重にすることなくどう情報をつないでいくのかが課題にな

ってまいります。担当が分散している市長部局のあり方も改善する必要がありま

す。 

なかなか簡単ではないのですが、そのような課題を共有する中で、少しずつ子

どもたちの学校の状況や家庭環境といった複合的な情報を集める環境ができつ

つあるという手応えを感じましたので、引き続きしっかり取り組んでいきたいと

思っております。 

次の「いじめの防止等に係る本市及び学校の取組み」につきましては、皆様方

の方がよくご存じと思いますので私からご説明するのもおかしいのですが、既に

学校では様々な取組みをしていただいていますし、学校外との連携も徐々に進ん

でいるとお聞きしておりますので、引き続き取り組んでいっていただければと思
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っております。 

次の「いじめの防止等に係る本市及び学校の取組みの課題・対応策」につきま

しては、かなり議論があったところですのでご説明させていただきたいと思いま

す。 

まず「未然防止」ですが、今先生方がかなり若返っているということもあって

研修も多く実施されているとのことですが、それがどれくらい効果を上げている

のか、あるいはこれで十分なのかについては検証が難しいといった課題がありま

す。学校関係者に過重な負担をかけるのは本意ではない中で、ではどうするべき

かということが、前回の会議からこれまで継続して議論されてきたところです。

学校によっては、子どもたちに心理アンケートを実施して、そのクラスに何か

配慮すべき兆候がないかを分析しているところもあるそうで、そのような取組み

も進めていってはどうかという話がありますが、これも「全ての学校で実施して

ください」と押しつけてはうまくいかないだろうと思います。先ほどのスクール

ソーシャルワーカーさんの場合と同じで、「うちの学校はこういう状況だから、

このようにしたら成果があった」とか、「こういうところで壁に当たっている」

といった事例を共有し、選択できるメニューを増やして学校が自主的に取り組め

るようにすることが前提だろうと思います。素案には「アンケートの活用などが

有効」と書かれていますが、これはそのような趣旨で、全学校に義務化するとい

う意味ではありません。 

それから「連携」のところで、対応策として「(仮称)尼崎市いじめ問題対策連

絡協議会を設置する」とありますが、既に似た趣旨の会議体がある中で、偉い人

たちが集まる形ばかりの会議体を新たにつくっても負担感が増すだけではない

かというご意見が出ておりました。これは次の「いじめの防止等のための組織体

制」につながってまいりますが、運用にあたっては、既存の会議体との間で役割

を整理し、ダブりのないようにということを徹底させてまいります。また、現場

から遠い方たちではなく、現場におられる方たちによって最前線の情報交換がで

きる会議体とすることが重要と思っております。 

もう一つ、常設の新たな組織として(2)の(仮称)尼崎市いじめ問題対策審議会

がありますが、これはかなり深刻な事態、例えば子どもが死にたいと言っている

ような場合にご意見をいただき、また必要に応じて調査もしていただきます。教

育委員会に置かれる会議体で、法で設置が義務づけられているものです。 

(3)の(仮称)尼崎市いじめ問題調査委員会は、さらに重大な事態が発生し、審

議会の対応も不十分と市長が判断した場合に、市長部局に設置することができる

非常設の会議体です。これは法で義務づけられているものではありませんが、必

要がなければ設置しなければよいものですので、可能性として残しております。

もともと根拠法のいじめ防止対策推進法は、大津市で起こった事件を念頭に置

いていますので、教育委員会が非常に閉鎖的で市長部局との意思疎通が不十分で

あることが前提になっているようなのですが、幸い尼崎市ではそんな状況ではな

いと思います。ですが今後どのような事態が起こるか分かりませんので、備えを

しておきたいということです。 

ただ、私が思いますのは、(2)の(仮称)尼崎市いじめ問題対策審議会、これは

教育委員会に設置されるわけですが、教育委員の皆様が普段から厳しくご意見く

ださっていることを考えますと、この審議会でもしっかりと外部の視点を持った

方々にご活躍いただけると考えられます。ですので、審議会の調査が不十分で市

長部局が別のメンバーで再調査するというのがどのような事態なのか、正直なと

ころちょっと具体的に想定しにくいですね。そこで違う結果が出た場合、では審

議会の調査は何だったのかという話になりますし。 

でも、調査結果を関係者がどう受け止めるかによっては、より外部性の強い視
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点が必要となる可能性も全くないとは言えませんので、規定としては持っておこ

うと思っております。 

全国の自治体の事例を調べますと、教育委員会の審議会の調査では不十分で、

市長部局が調査委員会を立ち上げた事例が、多くはありませんが 4件あるようで

す。一体どんなケースなのかと思うものの、さすがに詳しいことは教えていただ

けないのでよく分かりませんが、想定外のことが起こる可能性は常にありますの

で、私たちも柔軟な対応ができる体制は整えておきたいと思います。 

資料の次の項目、「重大事態への対処」に既に話が入っておりますが、これは

まず「重大事態とは何か」について判断がばらばらにならないように基準を明確

にしておくということと、そのような事態が発生した場合には速やかに対応を始

めるということです。対応につきましては、先ほどご説明しましたとおり、まず

教育委員会で調査をし、それでは不十分と判断される場合に市が再調査すること

になっておりますけれども、やはり未然防止、早期発見によって重大事態の発生

に至らせないことが何より大切だと思いますので、この基本方針の策定をきっか

けに学校現場の方々とも認識を合わせて取組みを進めていきたいと思っており

ます。 

概要のご説明はこれくらいにしまして、この基本方針の素案につきまして皆様

から自由にご意見をいただければと思います。 

既に各学校でいじめ対策について基本方針をまとめているのに、このタイミン

グでまたこの方針を出すというのも妙なタイミングではあるのですが、せっかく

つくるからには、今この方針によって改めて確認したいことは何なのかをはっき

り浮かび上がらせたいという思いを込めて素案を作成いたしました。キーワード

はやはり「どの学校、どの子どもにもいじめは起こり得る」ということ、そして

「だからいじめ問題は隠すことなく情報共有して対応しよう」ということです

ね。 

いじめ問題の裏には、家庭の貧困、発達障害、人間関係の難しさといった様々

な問題がありますので、幅広い分野の関係者、専門家とつながってはじめて有効

な対応ができるということも、この方針の中で確認したいと思います。 

こういったことは学校の先生方も十分分かっておられると思うんですよ。みん

なが分かっているのになかなかうまくいかないのは、現場があまりにも忙しかっ

たり、担当の先生を十分に配置できない学校があったりといったためですね。そ

ういった問題をきちんと出して、予算や定数の改善で対応すべきことはしなけれ

ばいけないと思っています。 

德 田 学校と市との両方で方針をつくるのはダブりではというお話ですが、各学校で

できることと、できないことがあると思うんですね。例えばアンケートの実施で

あるとか、スクールソーシャルワーカーの配置であるとか、教育総合センターで

の研修、情報交換などは、学校だけではできません。市を挙げての取組みが各学

校の基本方針の下支えになるということであれば、大変意味があると思います。

そして市長がおっしゃいましたように、アンケートをすればいい、これこれを

すればいいというような発想ではなく、それぞれの学校の現場を重視して、何が

必要なのかを一緒に考えていけるようになれば、うまく動き出すのではないかと

いう気がいたします。 

岩手県矢巾町の事件にしましても、先生は生活ノートなど一所懸命やっておら

れたと思います。それがなぜ活かせなかったのかというところですよね。そこを

しっかり考えていかないと、尼崎でも同じことが起こり得ます。学校現場で今何

が必要とされているのか、そして教育委員会や市がどうバックアップしていくの

かを考えながら動き出せば、かなり実効性のあるものになっていくと思います。
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稲 村  学校の基本方針は、ホームページにアップされている以外、どう出されている

のでしょうか。でも、そんなにびっくりするような内容ではないですし。 

德 田  そうですね、特に変わったことが書いてあるわけではないですね。 

稲 村  「環境方針」みたいなものですよね、正直言って。ですので、この際改めて関

係者みんなで確認するのは意味があるでしょうね。 

 素案は「いじめはどこにでも起こり得る」「ゼロにはできないけれども早期に

対応していこう」という考え方ですけれども、一方「いじめゼロ」を徹底すべき

だという意見もあります。いじめは絶対に許さないという強い姿勢で、「いじめ

ゼロ宣言」に取り組むべきだと。これは両方あり得ると思うのです。どちらの方

針を採るかは選択で、尼崎市としては前者を採ろうということなんですよね。も

ちろん将来的にゼロ宣言ができればいいのですが、現状ではゼロ宣言をするリス

クとメリットを考えた上でリスクを重視して、やはりいじめはあり得ることとし

てみんなで関わっていきたいと思います。 

それから、教育長から「各学校の下支えになるように」というお話がありまし

たが、ちょっと申し上げるのを忘れておりました。資料 1の右上の方、早期対応

の欄に書いておりますが、専門家で構成するアドバイザーチームのようなものが

あると学校としては助かるなあという話があります。学校が個別の対応にあまり

にもエネルギーを集中すると他が止まってしまいますので、難しいケースについ

ては専門家や第三者のアドバイスを入れて対応していこうということです。 

ただ、現在すでにスクールソーシャルワーカーが入っていますし、スクールカ

ウンセラーもいますよね。また、スクールソーシャルワーカーのバックにはスー

パーバイザーとして専門家の方もおられます。ですので、屋上屋にならないよう

に、今尼崎に関わってくださっていて、尼崎にシンパシーを感じてくださってい

る専門家の方たちにサポーターになっていただけるような仕掛けがいいのかな

と思います。 

いずれにしましても、学校側が「自分たちはほったらかしではない。アドバイ

スやサポートをしてくれる専門家のチームがちゃんといる」と思える体制をつく

ることが、学校現場の下支えになると思います。今やっていることをうまく膨ら

ませる形でアドバイザーの設置を検討していきたいと思うのですが。このあたり

はやはり仲島先生でしょうか。 

仲 島  基本方針を文章の形にすることは大事ですけれども、学校がそれでどう変わっ

ていくかです。そもそも何のために学校が基本方針をつくったかというと、正直

なところ、つくれと言われたからつくったというのが現状です。もしつくってい

なかったら、何かあったときに「基本方針もつくっていないのか」と責められる

から、言い訳のためです。市も県もそうかもしれません。「基本方針をつくって

いたのに、事件が起こっちゃったね」などと言い訳にするためにつくるようなも

のではだめだと私は思っています。 

やはり基本方針をつくったことで現場がどう変わるかが重要です。例えば人員

が増えて、先生方が「基本方針を踏まえて人が配置された。よかった」と感じら

れれば、変わりますよね。この素案の内容はとてもよいと思いますが、肝心なこ

とはこれができた後どうするかですね。 

稲 村 そうですね。アドバイザーを設置することでスクールソーシャルワーカーをも

っと活用していただけるのではないかと思っているのですが。そのような事例が
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積み重なっていけば現場も変わってくるんじゃないでしょうか。 

仲 島 おもしろいデータがあります。今年の 7月に文部科学省が発表した「学校現場

における業務改善のためのガイドライン」というものがあるのですが、子どもと

向き合う時間の確保ということで調査をしていまして、校長先生、教頭先生とい

った管理職の方が一番負担に感じているのは、国や教育委員会からの調査やアン

ケートへの対応だというんですね。 

稲 村 そうでしたね。私も見ました。新聞記事にもなっていましたね。 

仲 島 あの調査は何とかならないかと思いますね。何かというと全て調査です。議会

からも調査が来ます。議員が調べてくれと言っているとなると、先生方は大慌て

で対応します。 

稲 村 インターネットで簡単に調査票を配信できるようになりましたから、余計に調

査ラッシュになっていますね。役所も内部調査が多くて大変になっていまして、

互いに自己規制しようなどと言っているのですが。 

仲 島 とにかく学校の先生はしんどいです。加配教員がいるかいないかでも全然違い

ますね。 

稲 村 しかし、少子化に伴って教職員定数を減らすということで、財務省と文科省の

対立がニュースになっていますね。 

仲 島 それに対しては先週中教審が緊急提言を出しました。そんなことはおかしい、

何を考えているのかと。本当にそう思いますね。子どもが減ったから機械的に減

らすでは。 

稲 村  思うのですが、スクールカウンセラーは県が配置、スクールソーシャルワーカ

ーは、本市は中核市ですから市が配置しているわけですね。学校関係者の方が事

例発表会で率直におっしゃっていました、「いろんな肩書きの人がいて、だれに

何を言ったらいいのか分からない」と。学校の中にも、養護の先生もいれば、特

別支援の先生、生活指導の先生もいるわけです。よく似た名前で違うことをやっ

ていたり、仕事が重なっていたりという状況になっていることを改めて感じまし

た。役所の中もそういうところがあるのですが、これは抜本的に改善していかな

いと、ちょっとこのままでは… 

礒 田  専任アドバイザーと言うとやはりかなりハードルが高いと思うんですよね。 

稲 村  ハードル高く感じますよね。 

礒 田 専任アドバイザーですと機動的に動けない場合が多いじゃないですか。まず会

議を招集して、それから調査を始めて。それよりも、学校単位で、学校を支援す

るアドバイザーを確保するべきだと思います。そうでないと、全体の枠の中に置

いた専任アドバイザーでは機能しないのではないかという懸念を感じます。 

稲 村  学校にとってアドバイザーをもっと身近な存在にということですね。 
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礒 田  そうです。近所のおじさん、おばさんでいいんですよ。 

稲 村  アドバイザーはもともと専門家ということになっていまして、例えば弁護士さ

んとか臨床心理士さんなどが想定されていると思うのですが。 

難しい事件に発展するケースはいくつかに分類されると思います。まず、問題

が生じているお子さんなりご家庭なりと学校との間に信頼関係がある中で、医学

的なサポート、心理学的なサポート、社会福祉的なサポートといった専門的な支

援が必要とされる状況です。このような場合は、学校と家庭が一緒に専門家の支

援を活用していくことになりますが、恐らく多くの場合はそうではないと思いま

す。つまり、何らかのボタンの掛け違いで、担任の先生とご家庭との信頼関係が

壊れてしまった、ご家庭が学校に対して強い不信感を持ってしまったというよう

な場合です。そうなると当然、解決は難しくなりますし、長引きますよね。 

学校や先生の側に改善すべき点があることも当然あるでしょうけれども、一旦

掛け違ったボタンを直すのはなかなか困難ですので、このような場合は第三者

性、専門性を持った方に信頼関係のケアも含めたアドバイスをしていただくの

が、学校側の課題を改善するためにも有効ではないかと思います。 

礒 田  初期対応は本当に重要ですので、アドバイザーもハードルを高くしないで、機

動的に動けるようなものにした方が効果的なのかなと思います。弁護士さんを呼

ぶような事件は年に何件もないでしょうし。 

稲 村  弁護士さんも、必要があれば相談できる体制にしておけばいいのでしょうが。

ものごとがこじれたときには、やはり第三者の方に「どちらもお互いまあまあ…」

と言っていただくことが必要だなと感じます。 

礒 田  一般の方は行政や学校に対してはどうしても強いことを言ってしまわれます

が、同じ立場の方が間に入って同じ目線で話をされたらけんかになりにくいでし

ょうから、そういう方の存在は重要だと思います。 

稲 村  そういうことで言うならば、普段から学校単位の評議委員の方々にしっかり機

能していただければと思いますけれども、学校評議委員にはそのような個別のケ

ースは持ち込めるのでしょうか。 

礒 田  いや、評議委員会は年に 3回くらいしか開かれませんから。 

稲 村  そうですよね。個人情報の問題も出てきますし。 

例えば、学校の中や保護者の間でいろいろな噂や風評が広まってしまってい

て、解決のためにまず誤解を解いて正確な情報を共有しましょうということであ

れば、委員会で対応できるのでしょうが、もっと手前の段階で動いていただくの

は難しいですよね。だから専門家であるアドバイザーに、ということなのでしょ

うが。 

学校運営と地域に開かれた学校づくりは、いじめ問題に限った課題ではないで

すね。 

礒 田  それができれば全て解決します。いろいろな専門性を持った方が地域にもいら

っしゃいますよね、民生児童委員さんとか。情報を把握しておられる単位福祉協

会の会長さんなどもいらっしゃるでしょうし。そういった方々で対応できること

はたくさんあると思います。 
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稲 村 そうです、いいことをおっしゃってくださいました。民生児童委員さんからも

「学校となかなか情報を共有できない」と言われているんですよね。個人情報で

すので、学校側はどうしていいか分からず、民生児童委員さんも学校が何をどれ

だけ知っているのか分からない状況です。 

濱 田 少年補導委員さんもいらっしゃいますよね。 

稲 村  少年補導委員さんは…民生児童委員さんも同じですけれども、人によって意識

の高さにかなり温度差がありますね。でも私はいつも申し上げるのですが、そう

いう場合、意識の高い方にしっかり仕事をしていただけるようにしましょう。低

い方に合わせて考えてはだめです。やる気のある方がやれるようにしていくのが

筋だと思いますので。 

濱 田 そうですね。 

稲 村  民生児童委員さんなどが子どものことで何か気になることがあれば関わって

いただけるように制度化するというのは可能なのではないでしょうか。 

礒 田 オフィシャルな形で関わっていただくのは全く問題ないだろうと思います。 

稲 村  井戸端会議ではないですからね。でも、今はまだそこまで行けていないという

ことですか。 

礒 田 行けていないようです。 

稲 村  では、それをやっていきましょうか、具体的に。かねての懸案ということで。

組織体制の中で(1)のいじめ問題対策連絡協議会に民生児童委員さんに入ってい

ただいたらと思っていましたが、やはりこういう話は役員さんではだめで、それ

ぞれの現場や地域を知っている人たちが学校単位で結びつくことが大事なんで

すよね。 

礒 田 そういうところでスクールソーシャルワーカーさんとの連携も初めてできて

くるのだろうと思います。 

稲 村  本当ですね。民生児童委員さんと、スクールソーシャルワーカーさんと、あと

人権擁護委員。人権擁護委員は人数が足りないですかね。 

濱 田 少年補導委員ですとか。 

稲 村 そうですね。これは全部の学校が同じ構成である必要はないんですよね。 

 （一同同意） 

稲 村 学校によって状況も人材も異なっていますから、雛形だけつくっておいて、あ

とは各学校で信頼できる方々で柔軟に設置していただけばいいと思います。 

濱 田 見守り隊の方ですとか。子どもたちの普段の様子や地域のことをよく知ってお
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られますから。 

稲 村 見守り隊の方に入っていただくのはいいですね。なるべくバランス感覚のある

方を。まあ、癖のある方が 5人集まってバランスが取れるということもあります

けれども。だれかが審査するわけではないですものね、あなたは相応しいとか相

応しくないとか。 

礒 田 ええ。 

濱 田 学校ごとの小さい単位で情報を把握してすぐ動けるようにするということと、

尼崎市の売りであるスクールソーシャルワーカーとつながって福祉の視点を入

れていくということ、市を挙げての取組みということで市長部局の各課とも連携

するということですよね。ワーカーさんも、人によって温度差があるようですの

で、資質向上のための研修も大事だと思います。 

稲 村 先日の事例発表会でアドバイザーの方がパネリストになってくださっていた

のですが、彼らも「もっと私たちを使ってください」とおっしゃっていまして。

濱 田 そうです、そうです。 

稲 村 でも学校は「どんなところで使ったらいいんかなあ」という感じで、もったい

ないですね。 

濱 田 はい、すごくもったいないです。 

稲 村 ワーカーがうまく機能すればアドバイザーも活躍できると思うのですが、ワー

カーの浸透がまだまだですので、もう一つという感じなわけですね。 

濱 田 そうなんです。 

稲 村  どうでしょう、この学校ごとのアドバイザー制度の立ち上げ。これは管理職の

仕事でしょうから校長先生や教頭先生は大変だと思いますけれども、立ち上げの

時は大変でも、制度がうまく機能するようになれば、いろいろなことが軽くなっ

て必ず先生方が楽になりますので、やる価値があると思います。 

仲 島 地域の人たちは、校長先生や教頭先生が普段から接点を持っていたら、子ども

たちの問題行動を見つけた時「先生、こんなことがありましたよ」と教えてくれ

ますけれども、接点がなければ「こんなことがあったが、一体どうなっているん

だ」とけんか腰ですよ。 

稲 村 それは当然そうなりますよね。 

仲 島 同じ情報でも、親切に教えていただくのと、怒鳴り込んでこられるのとでは、

えらい違いです。ですから、管理職の方はちょっと大変だと思いますけれども、

頑張っていただきたいですね。 

稲 村 何か問題が起こる時というのは、実は地域の人たちは分かっておられることが

多いんですよね。 
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この体制は、専門家で構成される専任アドバイザーとは別につくるといいと思

いますので、教育委員会とも相談しながら盛り込めればと思います。 

德 田 いじめ問題に限らず、クレーマー的な苦情の対応に困っておられる校長先生は

多いですから、そのような体制をつくることに対してはあまり抵抗を感じられな

いと思います。 

ただ、2 つほど問題があります。1 つは、個人情報が守られるかどうかです。

もし漏れて、「うちの子のことをなぜあの人が知っているのか」というようなこ

とにでもなれば、責められるのは学校です。これはとても大きな問題です。 

それからもう 1つの問題は、教師は一般にものごとを整理して文章化する力が

弱いということです。 

稲 村 弱いのですか。 

德 田 これは行政職員はとてもうまいのです。それに比べて教師は非常に下手です。

先ほど話がありましたが、校長先生や教頭先生が調査やアンケートの回答を苦痛

に感じる理由は、一つはそこにあります。 

教師は 1人の子どもについてたくさんの情報を持っているんですよ。百知って

いることを十にまとめなければならないときに、どの十を選んで書くかで迷いが

生じるのです。 

ですから、マニュアルを整備するなどして、個人情報保護の問題と、文章化の

負担の問題をクリアする必要があると思います。 

稲 村 なるほど。これはいきなり重大事例を扱うのではなく、身近な事例で、信頼関

係をつくっていくところから始めるのがいいのでしょうね。信頼関係や責任感が

構築されていないところに個人情報は出せませんから。 

德 田 主任児童委員や民生委員はもともと守秘義務を負っていますが、その点、個人

として活動しておられる見守り隊の方々はそうではありません。守秘義務を負っ

ている方々に「この会議では話していただいて大丈夫ですよ」とはっきり言えな

いといけません。 

礒 田 見守り隊の方々はたくさんの情報を持っておられます。通学路で「ある子が大

勢の子どもに取り巻かれてランドセルを取り上げられていた」というようなこと

を見ておられるわけです。ですが、そういった情報をどこに伝えるべきなのかが

分からない。きちんとしたルールのもとに報告できる会議体があれば、貴重な情

報を有効に活用できるのではと思います。 

稲 村 それは思います。安全管理員をやってくださっているシルバーの方々など、本

当によく知っておられます。 

礒 田 よく知っていても、ご本人のモラルで「こういうことは人に言うたらいかんの

かなあ」とお考えになって、そこで情報が止まってしまうのです。そういうもど

かしさがあります。 

稲 村 子どもたち本人には声をかけてくださっていてもね。 

仲 島 通学路は行きより帰りです。帰りは本当にいろいろあります。私も頼まれて見
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守りをやることがあるのですが、少しでもやると、どこの子がどうというのがよ

く見えますね。ある時、見守りをしていたら、教頭先生が来られていて、お母さ

んと話していました。地域のお母さんたちは「あの教頭先生はよく来てくれはる」

と言っておられるようですね。そういった関係があると、情報が入ってくると思

います。 

毎日見ていると分かりますからね、「この頃あの子、挨拶しいひんなあ」とか。

稲 村 毎日同じ時間に通っていた子が、急に遅れるようになったとか。そういう変化

が分かりますものね。図書館ボランティアの方も、「この子、最近 1 人で来てい

るなあ」なんて気づくことがあるでしょうね。 

専門知識を持ったアドバイザーとは教育委員会がつながるとして、それとは別

に、学校単位で学校の外とつながって情報やアドバイスをもらいながら意見交換

する場を持つということですね。やはり、何が正しいかよりも、みんながどう感

じているかに敏感にならないと、ボタンの掛け違いは直せませんから。 

では、この学校単位の体制について少し練ってみたいと思います。その中で、

市長部局が持っている人材や資源と学校の取組みがうまくつながれると思いま

すので。 

これは、学校に丸投げするつもりは全くありませんが、学校が何もしなくてい

いというものでもありませんので、市長部局と教育委員会、学校が互いに協力し

てやっていきませんかという話になると思います。 

濱 田 そうですね。学校現場は毎日動いていますので、いじめの問題にしても。 

稲 村 一斉にではなく、モデル校を決めて始めるのがいいのかもしれませんね。なる

べくならば常設で。いずれにしても、このいじめ防止基本方針の中に対策の一つ

として盛り込めたら有意義だと思います。教育長、いかがでしょうか。事務局の

意見は全く聞かずに私たちだけで話していますが。 

進め方としましては、冒頭で申し上げましたとおり、この素案は 12 月にパブ

コメにかける予定になっていまして、その時に、素案から抜け落ちていたご意見、

ご指摘をいただける可能性もございますので、パブコメには一旦この素案を出し

まして、いただいたご意見も踏まえて修正を加えていってはどうかと思います。

そういう意味では、修正まで少し時間がありますので、この学校ごとの会議体

をどういう名称にするのか、協議会がいいのか、審議会がいいのか…審議会では

ちょっと大袈裟な気がしますので、もっと肩肘張らない名称がいいと思います

が、ネーミングも含めて考えることにしましょうか。 

でも、これは結構大きなことなので、パブコメの対象にする必要があるかもし

れませんね。 

岡 本 一つ気になりましたのは、今ずっと「いじめが起こっているのをどう発見する

か」「いじめにどう対応するか」という観点から話をしてきたわけなのですが、

基本理念にあります「いじめが許されない行為であることを児童生徒が十分理解

できるようにする」ということについてはどう具体策を打ち出していくのかで

す。「児童生徒が自ら考えるように」とありますが、では子どもたちは何をする

のでしょうか。 

例えば、ニュースで、高校生が小学生に携帯電話の使い方を教えに行っている

とか、学年を超えた啓発授業をしているといった学校について報道していまし

た。あるいは、生徒会が主体的に啓発活動に取り組んでいる学校もありますよね。

そういった具体策を検討しておく必要があるのではないかと思います。 
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德 田 現状について話をさせていただきます。昨年、全ての生徒会を夏休みに集めま

して、自分たちの問題は自分たちで解決しましょうということで、いじめをテー

マに自分たちに何ができるのかを考えてもらいました。ここで集まったのは生徒

会の執行部で、具体的なことは各学校で考えてもらうのですが、ある学校は「い

じめはだめ」という垂れ幕をかける、ある学校は文化祭でいじめについての劇を

するといった取組みをしていますので、多くの学校に広げていきたいと思いま

す。 

もう一つ考えていますのは、尼崎の子どもたち自身の取組みの実態はどうなの

かを調査するということです。やっていない学校への押しつけということではな

く、いい取組みを紹介することで広げていきたい。それが教育委員会の考え方で

す。 

いじめ問題の解決は、基本的に、子どもたち自身にどう解決する力をつけさせ

るかだと考えています。 

稲 村 生徒指導の先生方は会議体があって、意見交換や情報共有ができますよね。で

も、生徒指導ではない一般の担任の立場で問題に当たった時に、相談してアドバ

イスをもらう、あるいは失敗談も含めて情報共有できるといった場はあるのでし

ょうか。 

德 田 中学校は教科担任制ですから、学年単位で結構情報交換の場があります。問題

なのは、小学校で、例えば 1学年 2クラスしかないといった場合ですね。小中連

携で情報交換していく必要があると思います。 

学級崩壊は、担任の先生が悪いから起こるというものではありません。いじめ

も同じで、小さい芽のうちにどう対応していくのか、担任だけではなく担任を含

めた先生たち皆で考え、共通理解を持っておくことが大事です。そのような体制

が中学校では割合にできていますので、小中の連携で小学校でも整えていければ

と思います。多くの小学校の校長先生はその必要性を感じておられます。 

一方、中学校で言われておりますのは、「先生の言葉遣いを丁寧に」とか、「授

業をもっと参加型に」とかですね。小学校でせっかくグループに分かれて話し合

わせるような授業をやっているのに、中学校では講義を聞かせるだけの授業が多

いと。小学校、中学校がお互いにプラス面を参考にしていければよいと思います。

稲 村 そのように、お互いよいところを取り入れようとしているということが見える

化すると、市民の皆さんの教育委員会への信頼も高まると思うんですよね。どう

でしょう、もっと表に出していけませんか。 

仲 島 そういういい取組みは、なかなか市民には見えませんからね。 

稲 村 そうです、どんどん言っていかないと。「なるほど、前向きに取り組んでいる

んだな」と市民に伝われば、いい循環ができてくると思いますので。 

德 田 アピールしていくことは必要ですね。 

稲 村 取組みが外に伝えられることで、学校の側にも前向きに進めようという雰囲気

が生まれると思いますし。 

仲 島 先生たちが「部活の顧問などの負担を軽くしてほしい」という要望を出してい
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ますが、そんな要望だけしか見えないと、市民には先生たちがサボっているよう

に見えてしまいます。先生たちが取り組もうとしていることを発信して、本当に

大切な、子どもたちとしっかり向き合う時間を確保したいんだということを伝え

るべきです。 

子どもたちが学ぶ環境をつくるのは、何と言っても先生です。先生たちが子ど

もや保護者と信頼関係をつくって、いい授業をすることができたら、例えいじめ

が起こっても重大な問題にまで発展することはありません。中心になる先生がい

て、先生たちがチームをつくって取り組んでいければ、学校は変わると思います

ので、そういう体制づくりのサポートができればと思いますね。 

力のある先生は、「いじめはだめ」と言っていじめた子をただ叱るのではなく、

子どもたちの間のもめごとをみんなで話し合わせて解決します。それが本当に大

事です。いじめはだめなんですけれども、起こります。人間が交流するところに

は必ずいじめが起きる、差別が起きる。「いじめはだめ」「差別はだめ」とただ言

うだけでは、なくなりません。なくすためには、交流を深めていくしかありませ

ん。 

稲 村 そうしますと、先ほどアンケートでクラスの状況やいじめの兆候を把握できる

のではという話がありましたけれども、まずは中学校で比較的定着している体

制、担任の先生が一人で抱え込むのではなく、先生方がチームで対応策を考える

体制がどれくらい整っているかを把握してはと思いますが、あまり先生方の負担

にならない方法で調査することは可能なのでしょうか。 

仲 島 私自身の経験で申し上げますと、以前加配で人権教育に 4年間取り組んだこと

があるのですが、その時の子どもたちが中学校の１、2、3 年生になった時、そ

の先生はその中学校の全ての生徒と保護者を知っていたわけです。これはすごく

強いですよね。担任の先生が困っていたら、その先生は「保護者のところに一緒

に行って話してあげましょう」と。こういうつなぎ役の先生がいたら本当にいい

なあと、私は改めて思いました。 

稲 村 小学校には生徒指導の先生がおられますよね。 

德 田 校務分掌の担当の一つとしてはありますが、業務時間としてカウントされてい

ません。中学校の場合、生徒指導の先生は担当授業時間が半分くらいになってい

まして、例えば普通 20 時間のところが 10 時間で、残りの 10 時間そういった仕

事をするわけです。小学校ではそれがありません。 

仲 島 小学校でもちょっとしんどい学校でしたらそういう先生が配置されることが

ありますけれども。 

稲 村 加配も縦割りになっていまして、今は「これこれのための加配なんだから、そ

れ以外の仕事はやっちゃだめ。でないと加配を取り上げますよ」という仕組みな

んですよね。現実は、多種多様な課題に少しずつ手が足りない状況なんですから、

加配の先生が柔軟にいろいろなことができれば、限られた人数で対応が可能にな

ってくるのではないかと思います。 

仲 島 それは間違いなくそうです。たくさん報告しないと加配を切られるからと大量

に報告書を出していますが、むしろもっと柔軟に加配を活用できるようにするべ

きです。 
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稲 村 問題が起こるたびにいくらでも加配をつけてもらえるわけではないですから

ね。これは財務省への提案として現場から言っていかなければなりません。「私

たちも、今の倍、人をつけてくださいとは言いません。その代わり加配の柔軟な

活用を認めてください。そうすれば今の人数でもっと有効な対応ができます」と。

德 田 そうです。 

稲 村 尼崎市で特区などやらせてもらえないですかね。 

尼崎市の場合、1 つの課題について各校 1 人加配するとなると、小学校は 43

校もあるわけですから、たちまち予算が詰まってしまいます。でも課題を再編し

て「あと何人」ということであれば実現可能性が見えてきます。周りに協力も呼

びかけられますし。 

濱 田 3校に 1人加配などと言われましても、なかなか… 

稲 村 縦割りだと、どうしても 3校に 1人といった配置になりますものね。これを 1

人で 3役やっていただいて 1校常駐にするということですよね。 

濱 田 そうです。 

稲 村 議論は深まるばかりですね。 

仲 島 今年度の文部科学省の予算は、教職員の定数増が 19 億円で 900 人です。たっ

た 900 人を全国に配置してどうなるんですか。回ってこない数です。一方で定数

減は▲86 億円、▲4,000 人、これではだめですよね。学力テストは 60 億円、お

かしいと思います。毎年毎年テストをして一喜一憂する必要があるのでしょう

か。 

稲 村 学力テストも、その結果がいろいろな対策に噛み合ってくれば意味があるので

しょうけれども。 

仲 島 学力を把握することはもちろん大事ですが、その使い方です。 

稲 村 先生や子どもたちにただプレッシャーを与えるだけでしたらしょうがないで

すよね。やはり授業力の向上につながりませんと。子どもたちがどこでつまずい

ているのか、教え方のどこが間違っているのかを知ることが大事なわけで。私も

全国と比べて点数がどうこうとあまり言ってはいけませんね、反省します。 

子どもたちがこういうところでつまずいていることが分かった、だから授業を

このように改善した、というストーリーがきちんと見えないと意味がないです

ね。 

濱 田 そうです。 

稲 村 加配の縦割り打破と、学校単位の取組みの強化で、大分見えてきそうですね。

仲 島 相当変わると思います。 
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濱 田 現場が動きやすくなりますね。管理施策ばかりではなかなか対応が難しいと思

いますので。 

稲 村 施策をつくる段階でこういった話ができるようになりますね。 

濱 田 悩んでいる先生をケアする体制も必要です。 

稲 村 そうですね。先ほど話が出ました、学校単位で地域の方を交えた常設の会議体

も有効だと思いますし、特に小学校高学年になりますと、中学校のように先生方

がチームで対応する体制づくりも具体的に進めていくといいのかなと思います。

それから、授業が受身にならないようにということですね。今度アクティブラ

ーニングが中学校にも導入されるのでしたね。 

仲 島 先生が一方的に教えれば 30 分で済むことが、子どもたちに考えさせたら 2時

間かかるかもしれませんが、確実に子どもは育ちます。生きた力が身につきます。

稲 村 私の娘は 4年生になりましたが、授業参観に行きますと、私が小学生の頃より

はるかにいい授業をしているという印象です。算数の授業でも、先生はさっさと

答えを書いたりしないですから。「教科書を閉じて、まずみんなで考えましょう。

間違ってもいいから、予測してみましょう」と。すごいなあと思います。 

ただ中学校になりますと、急に受験の足音が聞こえてきますので、のんびりや

っていて大丈夫なのかという不安を訴える声も出てくるでしょうし、そこが難し

いところですね。思春期は人間形成にも学力形成にも重要な時期ですので、丁寧

に対応してあげたいところですが。 

仲 島 それでも試験の点数はきちんと取れるようにしてあげないと、進路が開かれま

せんからね。 

稲 村 そうなんですよね。本当に難しいですね。 

濱 田 やはり小学校からの積み重ねですよね。必要な学力と併せて、聞く姿勢、集中

力、勉強の習慣といったようなことをしっかり身につけさせて中学校に送り出さ

ないと、中学校に入ってきた子に小学校レベルのことを教えるところから始めな

いといけないようでは。 

稲 村 授業が理解できないと学校に行くのが嫌になってしまいますからね。 

仲 島 今、拠点校指導教員といいまして、新任の先生を指導してくれる先生が配置さ

れています。2、3 校を回って新任の先生を教えてくれるのですが、不要だと思

いますね。指導は同じ学校の先生がするべきです。大事なのは学内の先生たちの

連携ですが、学外の先生が指導に入っていると、学内の先生は近くにいても関わ

りにくくなってしまいます。若い先生は学校が育てていってほしいです。 

それから、やはりこれも外部から来るメンター教員ですね、先生たちの精神的

な相談に乗るという。精神的な相談は、隣のクラスの先生や、校長先生、教頭先

生にできれば一番いいと思いますが、外部からそんな先生が来られるとややこし

くなりますね。 

稲 村 メンター教員も学内の先生も中途半端な対応しかできなくなるかもしれませ
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んね。 

仲 島 そうなります。外部の指導者を中途半端に関わらせることで学内の連携強化を

阻害している事例が多すぎます。 

稲 村 尼崎市は中核市なので、県と調整して、県が支出している尼崎市分の予算と尼

崎市が支出している単独加配分を足して再編すれば、いい線行くのではないかと

思いますが。 

仲 島 行きますね。それができたら絶対いいですよ。 

稲 村 頑張ってみましょう。 

德 田 再来年でしたか、政令指定都市に予算が下りることになっていますよね。その

際、中核市の人事権がどうなるかです。 

稲 村 そうですね。私たちもそれをにらんで、現場に即した方法でやっていこうとい

う心構えを持って、国や県にも積極的に働きかけていかなければなりませんね。

德 田 いずれはそうなりますよ。これからは地方のことは地方でという方向ですか

ら。人事権についても、加配についても。 

稲 村 加配については、県に対して特区的にやらせてくれと言ってもいいくらいです

よね。 

德 田 そうです。 

稲 村 私は、県のスクールカウンセラーも本当にもったいないと思っているんですよ

ね。その予算を市の予算と足せればいいのにと。 

余談になりますが、これは市の推進員と似た状況ですね。○○推進員、××推

進員といろんな種類があって、それぞれの人数は少なくて、地域のトップの方と

は話せるけれどもナンバー2、ナンバー3 の方とは顔がつながっていないという

人がたくさんいて。それだったら統合して地域担当制にすればと思ったりするの

ですが、それと同じ感じですね。 

学校と地域の関係も、各学校がそれぞれの地域のカウンターパートと横につな

がることができれば、全然違ってきますよね。 

德 田 そうです、全然違ってきます。 

稲 村 ありがとうございます。議論は尽きませんが、大事な論点は出していただいた

と思います。どうでしょう、パブリックコメントにかける素案はこのままでいい

でしょうか、それとも今日のご意見を反映させていただいた方がいいでしょう

か。 

德 田 このままでいいのではないでしょうか。 

稲 村 では、パブコメの後、市民の方からのご意見も併せて反映させるということで

よろしいでしょうか。 
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 （一同了承） 

稲 村 ありがとうございます。今日いただいたご意見は追ってしっかり盛り込んでい

きますし、もちろん書いただけでは何も変わりませんので、施策や予算にも反映

していきたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

それでは 2 つ目の議題に移ります。「尼崎市教育振興基金の活用について」と

いうことですが、まず教育長からご説明いただけますでしょうか。 

德 田 はい。来年度から使うことができる教育振興基金ですが、その事業案について

事務局と一緒に考えてまいりました。来年度は市制 100 周年に当たりますので、

「100 周年から何を始めるか」を 1つのテーマとしております。 

これを踏まえ、2 つの事業をご提案したいと思います。1 つは英語力の向上、

もう 1 つは「音楽のまち尼崎」事業です。既に 20 年ほど前から「スポーツのま

ち尼崎」と言われていますので、今回は音楽に重点を置いてみたいということで

ございます。概略を説明させていただきます。 

まず 1 件目、「英語学習・ホップ・ステップ・ジャンプ事業」ですが、これは

3つのステップにより英語力の向上を図るものです。 

1 つ目の「ホップ」では、中学生を対象に、英語検定にチャレンジすることで

英語学習への意欲を高めてもらおうということで、年に 3回、6月、10月、2月

にある検定の 10 月の回に、市内すべての中学校を準会場として検定の補助事業

を実施するものです。基本的には中学卒業程度である 3級の取得を目標にしてま

いります。中には小学校でかなり英語を勉強してきている子もいますが、そうい

った子にも中学校の準会場で受けてもらいたいと思っております。 

2 つ目の「ステップ」では、中学 2年生を対象に日常生活の中で英語を使用す

る機会を提供するということで、3泊 4日程度の合同合宿を考えております。Ａ

ＬＴ（外国人外国語指導補助員）の方々や英語の教師も参加し、合宿中は英語の

みを使用することでコミュニケーション力の向上を図ってまいります。これは市

内全体で 50 名ほどの参加を考えております。 

そして最後が「ジャンプ」です。これは市立高校の 2年生を対象に、マレーシ

アの語学学校に入学し、1ヶ月程度他国の学生と一緒に寮で生活するというもの

です。他文化共生を体験しながら実践的な英語力を身につけてもらうことを狙い

ます。このマレーシアの語学学校には今年国際交流協会の主催で 4名の市立高校

の生徒が行きましたが、感想を聞いてみますと非常によかったということです。

本事業では選考を通過した 8名の参加を考えております。以上が「英語学習ホッ

プ・ステップ・ジャンプ事業」です。 

次に 2 件目、「～育み・育ち・つなぐ～音楽のまち尼崎」事業でございます。

これまでも小学校単位、中学校単位での合唱や演奏の発表の場はありましたが、

新たに小・中・高校が 1つの発表の場でそれぞれの音楽活動の成果を市民に披露

するコンサートを実施したいと考えています。 

また、それとは別に、小学校・中学校で行っている音楽会も充実してまいりま

す。多くの中学校の吹奏楽部がコンサートを開催していますが、これを多くの市

民の方々にも聞いていただくために、あましんアルカイックホールなどを 1週間

ほど借りて毎日いろいろな中学校の定期演奏会ができればと考えております。 

高等学校につきましては、市立高校 2校はとてもレベルが高く、近畿大会にも
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出場し全国大会まであと一歩のところまできています。この演奏も是非市民の

方々にも聞いていただき、吹奏楽やコーラスを中心に音楽のまち尼崎を推してい

きたいと考えております。 

基金の元本を一部取り崩す形になりますが、以上のように考えております。 

稲 村 ありがとうございます。まさに今からスタートを切る教育振興基金なのです

が、教育委員会の中では既にかなり議論を進めておられるとのことですので、ま

ず私から発言させていただこうと思います。 

私としましては、基本的に中身については何の反対もございません。英語力の

向上を打ち出していきたいというご意見は前回の会議でも出ていましたが、やは

り「使える英語」に関しては保護者の方の関心も高いと思いますので、基金の予

算を使って一歩踏み込んだ事業を行うのは、非常に分かりやすくていいと思いま

す。 

しかし、考えなければならないのは音楽の方ですね。音楽教育を小・中・高一

貫で推進することには大賛成なのですが、スポーツ、音楽、美術などいろいろあ

る中で音楽だけを特別に推進するとなると、どうしても「他はどうなるのか」と

いう話になると思います。その答えをきちん持っていないといけません。「スポ

ーツは既に打ち出しているので、次は音楽を」と言いましても、その他にも美術、

書道などいろいろな分野で頑張っている子どもたちがいるわけですから。 

例えばマスコミへの発表で「教育振興基金事業、いよいよスタート！英語と音

楽を…」と打ち出されたら、「どうして音楽なんですか。なぜそこまでこだわる

んですか」と普通聞き返したくなりますよね。 

それでしたら、本来望ましい方法ではないかもしれませんが、基金事業として

は英語力向上プロジェクト 1本に絞り、一般財源の英語力関係の予算を玉突きで

持ってきて音楽教育を進める方がいいかもしれません。今やっている取組みを深

化させるのは一般財源でも十分可能ですから。 

基金の趣旨は、多くの方々に教育を応援していただこう、一般財源だけではで

きない踏み込んだ事業にチャレンジするために寄付を募っていこうというもの

ですので、市民の皆様に「こういうことに使われるのであれば寄付しよう」と思

っていただけるように、分かりやすくインパクトのある事業をいわば「見せてい

く」必要があると思います。 

確かに、市立の少年音楽隊には企業さんから比較的コンスタントに寄付が集ま

っている一方で、学校単位の活動にはなかなかお金が回らないですよね。企業さ

んとしては、全市の子どもで構成される少年音楽隊は、特定の学校より寄付がし

やすいわけです。そんな現状を知っているだけに、学校単位の音楽活動をもっと

支援したいという思いはとてもよく分かります。ですから、やるのは是非やって

いただきたいのですが。市立尼崎高校の吹奏楽はハイレベルですし、双星高校に

は音楽コースがありますから、小学校から高校まで一貫した音楽教育をするベー

スは整っていますし。 

教育委員会としては英語と音楽の 2 つを打ち出すという方向で議論が進んで

おられるのですか。 

濱 田 そうですね、1つでなくいくつかあってもいいのかなと。音楽の他にも、読書

などたくさん意見があったのですが、その中からこの 2つに絞りました。 

稲 村 図書の予算化はしましたし、企業に本を寄付していただくブックオーナー制度

も始まりましたものね。スポーツのまちとしての取組みも既に進んでいますの

で、次はまだ手をつけていない音楽をというのは説明としてはできますが。 
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濱 田 以前やっていた合同音楽会のようなものも、予算がなくなって難しくなったと

いう話もありまして。 

稲 村 よく分かりますが、「昔は予算があったからできたけれども、今は予算がなく

なって苦しい」という事情は、教育に限らずどんな分野でも同じです。やはり基

金事業の初年度に、既にやっている事業を出すのはどんなものかと思います。 

予算を預かっている私としては、一般財源のやり繰りで行うべき本筋の事業

と、基金ならではの事業との色分けをしっかり考えていただきたいのです。繰り

返しますけれども、私は音楽の事業内容については賛成です、是非やりましょう。

ですが、基金事業としてどうなのかと考えると、やはり英語の方がみんなも納得

しやすいし、求心力が強いのかなと思います。 

英語教育には皆さん焦りがあると思うのです。「学校でせっかく長い時間を英

語の勉強にあててきたのに、あまりそれを生かせていない」と、英語の勉強をし

てきた親世代が一番感じているでしょう。ですから、子どもたちがもう一押しで

生きた英語を身につけられるのであればそうさせてあげたいという気持ちは強

いと思います。 

教育委員会は、来年度この音楽事業の予算が一般財源で出るのであれば、それ

でいいのでしょうか。 

德 田 一般財源では吹奏楽への補助としては出せません。そうなるとサッカーや野球

にも補助しなければならなくなりますから。ある特定分野への補助となると、基

金が適しています。 

稲 村 しかし、そうなるとなおさら基金においても、なぜサッカーや野球ではなく吹

奏楽なのかという疑問に対する答えが必要ですね。 

德 田 楽器の購入やメンテナンスに非常にコストがかかるからということが言えま

す。サッカーや野球では自分が使う道具は自分で買いますけれども、楽器は１つ

何十万円という値段ですので、やりたければ自分で買いなさいと言うわけにはな

かなかいきません。やはり公的な支援がないとできないと思います。 

稲 村 ううん、難しいですね。そうだとしても、クラブ活動支援といった形にしない

と、吹奏楽支援ではやはり「どうして楽器だけ？」となってしまうような気がし

ます。 

それに、市立高校にだけ出すというのも、市民から見てどうなのでしょうか。

もちろん出すとしたら市立だけでいいと私も思いますが、県立高校に通う尼崎の

子どもたちもいるわけですし。 

一度これを案としていろいろな方の反応を集めてみてから最終決定を出すと

いうのもいいかもしれないですね。議会にもこんな案があるのですがという形で

お話をして、率直な意見をお聞きできれば。 

德 田 そうですね。 

濱 田 ホールでのコンサートは費用がかかりますので、皆さん伊丹市とかで定期演奏

会をされることが多いんですよね。中学校の吹奏楽部は、伊丹のアイフォニック

ホールなどをよく利用しているようです。 
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稲 村 伊丹はそんなに安いのですか。 

濱 田 費用はそれほど変わらないのではと思いますが。尼崎にもいいホールがありま

すので、多くの市民に聞いていただくためにも、是非市内でやってほしいです。

そしてステージを通して憧れの先輩と後輩が縦につながっていく、そんな風にな

っていけばいいなと思います。 

稲 村 音楽活動の支援そのものには何の問題もないのです。問題は、「どうしてスポ

ーツとか美術とかは対象じゃないの？」という、ただそれだけなんですよ。ぱっ

と見てだれでも感覚的にそう思いますでしょう。特に英語と並べると、なおのこ

とそう感じます。いっそ音楽 1 本なら、「これから尼崎は音楽で行くんだ！」と

いう積極的なアピールになりますけれども。 

これは「何が一番子どもたちのためになるか」という純粋な教育論とは視点の

違う議論で、「どうやって基金に市民の協力を引き出すか」という話なわけです。

仲 島 やはり基金事業が始まって早々にクレームがつくようなことになってはよく

ないと思いますね。せっかく英語で「おお、すごいな」と思ってもらえるような

ユニークな事業を打ち出しているのに、その一方で「え、どうして音楽？」と言

われてしまっては残念です。 

私も音楽活動の支援はやったらいいと思うんですよ。ただ、基金を使っていく

上での戦略としては、最初に出すのがいいのかどうか。 

稲 村 そうです、戦略です。なぜ音楽なのかについては、今お話にあったようなこと

を丁寧に説明すれば分かっていただけると思いますけれども、ほとんどの市民の

方には恐らく説明する機会もないでしょうから。 

濱 田 では、初年度は「今回は英語です」ということで「ホップ・ステップ・ジャン

プ事業」を打ち出して、今後「今回は音楽です」「今回は美術です」という風に

テーマを決めて展開していくのがいいかもしれませんね。 

稲 村 それはいいと思います。寄付が増えてくれば、できることも増えてきますし。

仲 島 そうなると「次はうちかな？」「次はうちかも」とみんなが期待するようにな

りますね。 

稲 村 私も事前に意見交換させていただいたのですが、音楽は、聞いていただくこと

で応援してくださる方々にお返しができるんですよね。演奏する人、応援する人

の間に双方向性があって、支えることによって花開いたものをみんなで共有でき

るすばらしさがあるわけです。 

どうでしょうか、「音楽のまち尼崎」を市制 100 周年記念事業として打ち出し

ては。「スポーツのまち尼崎」の標語は市制 80 周年を機に打ち出したということ

ですし。基金事業としては英語に絞るけれども、音楽のまち事業も、手の届かな

い額ではないと思いますので、何とか予算を組み立ててやっていければと思いま

す。 

岡 本 お話を伺っていて、私も基金事業として打ち出すのであれば英語 1本の方が分

かりやすいように思いましたが、音楽については一般財源で予算を確保していた

だけるという理解でよいのでしょうか。 
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稲 村 ただですね、事業案を拝見しますと、英語よりも音楽の方が事業費が高いので

す。英語が概算 640 万円、音楽が 740 万円となっていまして、これを少し工夫し

ていただけないかなと思います。 

先ほども申し上げましたが、一般財源の事業の中にも英語関連の事業がありま

すので、基金の英語事業を充実させる分、一般財源の予算を音楽に持ってきては

どうかと思います。それが難しいようでしたら、「小さく生んで大きく育てる」

でもいいのではないでしょうか。一般財源の 100 周年事業としてまずは小さくス

タートして、翌年以降にそれに基金で上乗せし、深化させていくわけです。 

岡 本 仲島委員がおっしゃったように、皆さんが「基金が大きくなってきたら、ひょ

っとするとうちにも…」と期待されるような打ち出し方は、確かにいいと思いま

すね。 

稲 村 ちょっと思ったのですが、スポーツ大会やロボカップなど、国際大会に出るよ

うな子がいますよね。海外のそんな大会に参加する子には、奨励金のようなもの

を出して後押ししてあげるといいのではと思います。彼らは語学習得のために行

くわけではないですけれども、グローバル教育という視点から見れば、英語力向

上と重なるのではないでしょうか。 

もともと英語教育は、一般財源事業の中で当然のこととしてやっています。基

金事業の目的は、それから一歩進んで、「読めるけど話せない」ではなく、グロ

ーバル社会の中で英語を使っていける子を育てていこうというところにあるわ

けですから。 

いろいろ申し上げましたが、今日の議論の中で焦点はかなり絞られてきたと思

いますので、予算立てのテクニックについてはまた研究しご相談もさせていただ

きながら固めたいと思います。 

ところで、英検って今あまり聞かないように思いますけれども、ＴＯＥＦＬや

ＴＯＥＩＣと比較して社会的な価値はどうなのでしょうか。私が中学生の頃はま

だ英検しかありませんでしたので、「英検○級」といえばそれなりの価値があり

ましたが。 

德 田 「使える英語力」ということで言えば、ＴＯＥＦＬ、ＴＯＥＩＣですね。でも

中学生レベルの評価となると英検でしょう。 

礒 田 今は中学生でもＴＯＥＩＣを受ける子はいますけれども。 

稲 村 そうなんですか。でもあまりにも解けない試験では子どももやる気が出ません

からね。手の届くところに目標を置いて、少しずつ上げていくのがいいですよね。

中学生版のＴＯＥＩＣのようなものはあるのでしょうか。 

德 田 調べてみますが、そういうものはなかったように思います。 

稲 村 これも打ち出しのパワーの問題なんです。「英検」と言うのがいいのか、「ＴＯ

ＥＩＣ」の方が求心力があるのかという。 

でも、身近な会場で友達と一緒に「頑張ろうよ」と励まし合いながら受けられ

るという仕掛けづくりはとてもいいと思います。 

德 田 英検は金曜日の放課後に実施しますから、自分の学校で受けられるようになれ



23 

ば、受けやすいのは受けやすいですね。 

礒 田 小学生も対象になります。 

稲 村 なるほど。では英検からスタートするのがいいんでしょうかね。 

礒 田 それがいいと思いますね。 

稲 村 英検がゴールなのではなく、まず英検で身近なところから始めて、その後ＴＯ

ＥＦＬやＴＯＥＩＣも活用しながら実践力を高めていくという打ち出し方にし

ましょうか。 

德 田 そうですね。 

稲 村 中学校でもなかなか行政の模擬試験は実施できない状況の中で、リスニングの

機会もまだまだ少ないですから、よい経験になると思います。 

德 田 今、英語力については子どもたちが両極端になっています。3歳くらいから英

会話教室に通っている子がいる一方で、学校の授業にもなかなかついていけない

子もいます。その中間にいる子どもたちの底上げをしていくというのが一つの目

標になるでしょうね。 

稲 村 英語キャンプ事業の企画を見て思ったのですが、テレビのバラエティで、全く

英語がしゃべれない芸人に外国に行かせるという番組がありますよね。驚くこと

に、文法はめちゃくちゃ、単語もろくに知らないのに、なぜか結構通じているん

です。逆に英語ができるという人が話してもあまり会話が弾んでいなくて。あれ

は象徴的だと思いますね。私もそうで、海外に行ったり、外国のお客様をおもて

なししたりする時、気合でしゃべっているんですよ。 

濱 田 ボディランゲージで。 

稲 村 そうです。私の英語力では会話はままならないのですが、本当に仲よくなれま

す。実践の場では、相手とコミュニケーションをとりたいと思う積極性とか、異

文化に触れることが自分にとってチャンスだと感じる好奇心とかの方が、英語の

単語をいくつ知っているかとか、どれだけ正確な文法を使えるかよりずっと強い

のです。 

ですから、「お勉強」としての英語、単語や文法については授業などでしっか

り学ぶとして、ここではそのような積極性や好奇心を刺激して伸ばしてあげるの

が目的なんだということを打ち出していきたいですね。 

そういうことで言えば、英語しか使えない環境で過ごすキャンプは、とてもい

い事業だと思います。「英語テストの点数が一番高い子がキャンプで一番活躍す

るとは限らへんで」ということを子どもたちに肌で感じてもらいたいですね。「あ

の子、テストはさっぱりやのに、なぜか…」というようなことが起きるんですよ。

そういうことが起きるのを狙ってこちらも取り組むのがいいのではないかと、私

としては思うのですが。 

濱 田 そうですね。 
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稲 村 そこが日本の英語教育の弱さだとみんな実感していると思います。 

濱 田 単語も文法も分かっているのに話せない、と。 

稲 村 ですから、そこにフォーカスを当てて取り組んでいく姿勢を見せれば、応援し

ようという企業さんや市民の方が出てくると思います。 

すみません、私ばかりしゃべってしまいましたが、本当に、基金事業をしっか

り継続していくためには、どうやってお金を集めるかを考えませんと。 

德 田 では、英語と音楽の 2つの事業案については、いろいろな方にご意見をお聞き

してみて、もう少し揉んでみたいと思います。 

稲 村 そうですね、お願いいたします。 

予定の議題は以上ですが、その他何かご発言のある方はいらっしゃいませんで

しょうか。よろしいでしょうか。 

それでは議事を終了しまして、事務局に事務連絡等をお願いします。 

(事務局) 事務局より 2点ご連絡がございます。まず、本日の議事録についてでございま

すが、事務局で整理いたしまして、皆様にご確認いただいた後にホームページ等

で公開させていただきます。 

次に、次回の開催予定でございますが、また調整の上、後日ご案内申し上げま

す。 

では、以上をもちまして、平成 27 年度 第 3 回 尼崎市総合教育会議を終了

させていただきます。ありがとうございました。 

以 上  


